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一　
『
本
朝
通
紀
』
と
王
朝
の
文
人

　

大
槻
磐
渓
（
一
八
〇
一
～
一
八
七
八
）
は
幕
末
に
活
躍
し
た
儒
者
。

『
近
古
史
談
』『
寧
静
閣
詩
集
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

　

拙
稿
「
王
朝
の
文
人
と
江
戸
漢
詩（

１
）」

に
於
い
て
、
明
治
四
年
に
刊
行
さ

れ
た
磐
渓
の
『
国
詩
史
略
』
を
取
り
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
詩
集
は

我
が
国
の
歴
史
を
歴
代
天
皇
ご
と
に
詠
じ
た
二
百
十
五
首
の
七
言
絶
句
を

収
録
す
る
が
、「
村
上
帝
朝
」
に
次
の
詩
が
見
え
る
。

聖
作
清
新
韻
致
深　
　

聖
作
清
新　

韻
致
深
し

菅
生
得
得
是
何
心　
　

菅
生
得
得
と
し
て
是
れ
何
の
心
ぞ

暁
園
試
聴
宮
鶯
囀　
　

暁
園
試
み
に
聴
け　

宮
鶯
の
囀
る
を

竹
裏
争
如
御
柳
陰　
　

竹
裏
争
か
御
柳
の
陰
に
如
か
ん

　

天
皇
が
「
宮
鶯
囀
暁
光
」
と
い
う
題
で
詩
を
賦
し
、「
月
落
高
歌
御
柳

陰
」
と
い
う
句
を
詠
ん
だ
。
こ
の
と
き
菅
原
文
時
も
「
中
殿
燈
残
竹
裏

音
」
と
い
う
句
を
詠
み
、
こ
れ
が
御
製
以
上
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

【
研
究
ノ
ー
ト
】

大
槻
磐
渓
と
『
本
朝
通
紀
』

─
「
王
朝
の
文
人
と
江
戸
漢
詩
」
補
記

杉
下　

元
明

と
い
う
逸
話
が
あ
る
（
磐
渓
の
結
句
は
、
文
時
の
詩
句
は
御
製
に
及
ば
な

い
と
い
う
こ
と
だ
が
）。
こ
の
逸
話
は
『
江
談
抄
』
第
五
に
見
え
る
と
、

拙
稿
で
述
べ
た（

２
）。

　

た
だ
し
磐
渓
は
、
あ
る
い
は
史
書
の
た
ぐ
い
を
参
照
し
な
が
ら
こ
の
詩

を
制
作
し
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
述
べ
た
い
。

　

た
と
え
ば
幕
末
、
青
山
延
于
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
皇
朝
史
略
』
と
い

う
史
書
が
あ
り
、
巻
六
に
は
村
上
天
皇
の
八
年
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
（
原
漢
文
。
括
弧
内
は
、
原
文
で
は
割
注
）。

一
日
内
宴
、
群
臣
に
命
じ
て
詩
を
賦
す
。
帝
の
作
先
づ
成
る
。
頗

る
自
負
す
。
文
時
の
詩
成
る
に
及
び
、
帝
以
て
絶
唱
と
為
す
。
因

り
て
文
時
に
命
じ
て
其
の
優
劣
を
評
せ
し
む
。
文
時
曰
く
「
聖
製

固
に
優
な
り
」。
帝
強
ひ
て
問
ふ
。
文
時
曰
く
「
臣
の
作
、
実
に
聖

製
よ
り
上
な
る
こ
と
一
等
」。
乃
ち
逃
る
。
帝
益
々
歎
賞
す
（
古
事

談
）

　

も
っ
と
も
『
皇
朝
史
略
』
で
は
文
時
の
詩
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か



日本漢文学研究 11

— 156 —

図
１

図
２

図
３



大槻磐渓と『本朝通紀』

— 157 —

は
知
ら
れ
な
い
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
た
の
が
長
井
定
宗
『
本
朝
通

紀
』
で
あ
る
。

　
『
本
朝
通
紀
』
で
は
ど
の
天
皇
の
治
世
で
あ
っ
た
か
を
明
記
し
つ
つ
事

件
が
年
代
順
に
書
か
れ
る
。
こ
の
図
①
に
前
編
巻
二
十
一
16
丁
オ
モ
テ
を

揚
げ
た
が
、
書
き
下
す
と
、
村
上
天
皇
の
治
世
、
天
徳
元
年
（
九
五
七
）

の
こ
と
と
し
て
「
天
徳
元
年
春
、
内
宴
を
設
け
、
文
人
を
召
し
て
詩
を
賦

す
」
と
あ
り
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

帝
惟

ひ
と
と
な
り

聡
明
に
し
て
詩
文
を
好
む
。
故
に
群
臣
と
相
宴
す
る
こ
と

常
に
詩
を
賦
し
文
を
聯
ぬ
。
時
に
「
宮
鶯
暁
光
に
囀
る
」
を
以
て

題
と
為
し
、
帝
、
之
に
賦
し
て
曰
く
「
露
濃
か
に
し
て
緩
く
語
る

園
花
の
底
。
月
落
ち
て
高
く
歌
ふ
御
柳
の
陰
」。
自
ら
謂
く
「
諸
才

子
、
之
に
及
ば
じ
」
と
。
既
に
し
て
菅
の
文
時
、
詩
を
献
じ
て
曰

く
「
西
楼
月
落
つ
花
間
の
曲
。
中
殿
に
燈
残
る
竹
裏
の
音
」。
帝
嘆

じ
て
曰
く
「
是
れ
亦
た
絶
作
な
り
」。
乃
ち
文
時
を
召
し
て
其
の
勝

劣
を
問
ふ
。（
略
）
文
時
曰
く
「
実
に
聖
作
は
拙
吟
よ
り
も
下
れ
る

こ
と
一
等
」。
帝
笑
ふ
。（
以
下
略
）

　
『
本
朝
通
紀
』
は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
刊
行
。
神
武
天
皇
か
ら

第
百
七
代
後
陽
成
天
皇
（
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
ま
で
）
に
い
た
る
通
史

を
漢
文
で
書
い
た
も
の
。
図
版
か
ら
わ
か
る
と
お
り
編
年
体
で
あ
り
、
太

い
字
で
「
天
徳
元
年
春
、
設
内
宴
召
文
人
賦
詩
」
の
よ
う
に
事
件
が
書
か

れ
、
そ
の
あ
と
に
や
や
細
い
字
で
「
帝
惟
聡
明
好
詩
文
…
」
の
よ
う
に
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
一
種
の
注
記
が
書
か
れ
て
い
る
。
前
編
二
十
五
巻
、
後

編
三
十
巻
と
い
う
浩
瀚
な
書
物
だ
が
、
江
戸
時
代
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た

こ
と
は
、
井
上
泰
至
『
近
世
刊
行
軍
書
論
』
第
二
章
第
四
節（

３
）な

ど
に
詳
し

く
、
ま
た
特
に
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て

は
、
つ
と
に
若
木
太
一
「〈
白
峯
〉
の
造
形
─
典
拠
か
ら
の
遡
源（

４
）」

に
指

摘
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
磐
渓
は
直
接
『
江
談
抄
』
に
拠
ら
ず
、『
本
朝
通
紀
』

に
拠
っ
て
詩
を
詠
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
な
お
『
大
日
本
史
』
巻

二
百
十
四
に
も
同
じ
逸
話
が
見
え
る
）。
ち
な
み
に
『
国
詩
史
略
』
は
、

「
神
武
帝
朝
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
第
百
八
代
の
「
後
水
尾
帝
朝
」（
大
坂
の

陣
ま
で
）
に
い
た
る
、
歴
代
天
皇
ご
と
に
年
代
を
追
っ
て
詩
を
配
列
し
て

い
る
。
歴
代
天
皇
ご
と
に
年
次
を
追
う
（
く
わ
え
て
、
扱
う
時
代
も
ほ
ぼ

一
致
す
る
）
形
式
そ
の
も
の
が
、『
本
朝
通
紀
』
に
酷
似
し
て
い
る
よ
う

に
お
も
え
る
。二　

『
本
朝
通
紀
』
と
記
紀

　
『
国
詩
史
略
』
に
は
も
と
に
な
っ
た
『
国
史
百
詠
』
と
い
う
詩
集
が
あ

る
。
こ
の
詩
集
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
刊
行
さ
れ
、「
神
武
朝
」

か
ら
第
百
七
代
「
後
陽
成
朝
」
に
い
た
る
百
首
の
絶
句
を
お
さ
め
る
が
、

こ
の
詩
集
を
刪
補
し
た
も
の
が
『
国
詩
史
略
』
な
の
で
あ
る
。

　

拙
稿
「
記
紀
と
江
戸
漢
詩（

５
）」

は
、
記
紀
に
見
え
る
古
代
の
出
来
事
を
詠

ん
だ
近
世
後
期
の
漢
詩
を
取
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
が
基
本
的
に
『
古
事
記
』
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に
は
拠
ら
ず
、『
日
本
書
紀
』
を
も
と
に
詠
ま
れ
て
い
る
と
論
じ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
古
代
を
詠
ん
だ
す
べ
て
の
詩
を
『
日
本
書
紀
』
に
よ
っ
て

説
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
『
国
史
百
詠
』
に
「
孝
霊
朝
」

を
詠
ん
だ
絶
句
一
首
が
あ
る
（
こ
の
詩
は
『
国
詩
史
略
』
に
は
お
さ
め
ら

れ
な
か
っ
た
）。

淡
海
紫
瀾
成
大
湾　
　

淡
海
紫
瀾　

大
湾
と
成
り

蓮
峰
突
起
碧
霄
間　
　

蓮
峰
突
起
す　

碧
霄
の
間

千
秋
積
雪
無
冬
夏　
　

千
秋
積
雪　

冬
夏
無
し

仰
見
坤
輿
不
二
山　
　

仰
ぎ
見
る　

坤
輿　

不
二
の
山

　
「
淡
海
」
は
近
江
国
の
み
ず
う
み
、
す
な
わ
ち
琵
琶
湖
を
い
い
、「
蓮

峰
」
は
富
士
山
（
不
二
山
）
を
い
う
。
孝
霊
天
皇
の
五
年
（
Ｂ
Ｃ
二
八

六
）、
一
夜
に
し
て
富
士
山
と
琵
琶
湖
が
同
時
に
誕
生
し
た
と
い
う
話

は
、
も
ち
ろ
ん
正
史
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
江
戸
時
代
に
は
広
く
知

ら
れ
て
い
た
。

孝
霊
五
年
す
さ
ま
し
い
む
く
ら
も
ち

孝
霊
五
あ
ふ
む
く
も
の
に
の
ぞ
く
も
の（

６
）

　

磐
渓
は
こ
う
い
う
題
材
を
選
択
す
る
に
際
し
て
も
、『
本
朝
通
紀
』
を

参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
。　

　
『
本
朝
通
紀
』
は
図
②
の
ご
と
く
、
前
編
巻
一
14
丁
ウ
ラ
に
孝
霊
天
皇

の
五
年
と
し
て
「
近
州
の
地
坼さ

け
て
湖
水
初
め
て
湧
き
駿
州
の
富
士
山

見あ
ら
はる

」（
原
漢
文
。
以
下
も
同
様
）
と
あ
り
、
そ
れ
に
つ
づ
け
て
「
羅
山

子
曰
く
、
是
れ
日
本
紀
、
載
せ
ざ
る
所
に
し
て
而
し
て
都

み
や
こ
の

言と
し

道み
ち

（
都
良

香
な
り
）
が
富
士
山
の
記
に
も
亦
た
之
を
言
は
ず
、
民
俗
の
称
統
す
る
所
。

蓋
し
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
記
事
は
『
皇
朝
史
略
』
に
は
見
え
な
い
。
と
は
い
え
こ

れ
も
ま
た
、
た
だ
ち
に
磐
渓
が
『
本
朝
通
紀
』
を
参
照
し
た
証
拠
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
孝
霊
天
皇
五
年
に
富
士
山
が
現
れ
た
こ
と
な
ど
は

『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
・
一
七
一
二
）
等
に
も
見
え
る
か
ら
で
あ

る
（『
和
漢
三
才
図
会
』
と
ち
が
っ
て
『
本
朝
通
紀
』
は
れ
っ
き
と
し
た

歴
史
の
書
物
で
あ
る
と
い
う
権
威
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
）。

　

ち
な
み
に
「
孝
霊
朝
」
の
次
は
、「
垂
仁
朝
」
を
詠
ん
だ
次
の
一
首
で

あ
る

一
洗
生
埋
号
哭
風　
　

生
埋　

号
哭
の
風
を
一
洗
し

象
人
土
偶
奏
奇
功　
　

人
に
象
る
土
偶　

奇
功
を
奏
す

只
言
作
俑
其
無
後　
　

只
だ
言
ふ　

俑
を
作
り
て
其
れ
後
無
し
と

伝
到
千
年
菅
相
公　
　

伝
へ
て
到
る　

千
年　

菅
相
公

　

垂
仁
天
皇
の
御
世
に
殉
死
が
禁
止
さ
れ
、
か
わ
り
に
人
を
か
た
ど
っ
た

土
偶
を
埋
め
る
こ
と
に
し
た
（
こ
れ
を
進
言
し
た
野
見
宿
禰
の
子
孫
が
菅

原
道
真
で
あ
る
）
と
い
う
逸
話
を
詠
む
。「
記
紀
と
江
戸
漢
詩
」
で
は
、

こ
の
詩
の
内
容
は
『
日
本
書
紀
』
に
拠
っ
た
も
の
と
推
定
し
た
。
し
か
し

図
③
の
ご
と
く
、『
本
朝
通
紀
』
に
も
ま
た
「〔
垂
仁
天
皇
〕
二
十
八
年
冬

十
一
月
、
詔
し
て
殉
死
の
礼
を
罷
む
」
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
磐
渓

が
「
垂
仁
朝
」
を
詠
ん
だ
際
に
参
照
し
た
も
の
も
、
実
は
『
本
朝
通
紀
』
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で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

以
上
の
ご
と
く
、
中
古
・
古
代
を
詠
ん
だ
磐
渓
の
詩
は
、『
本
朝
通

紀
』
に
拠
っ
た
と
も
、『
日
本
書
紀
』
や
『
江
談
抄
』
に
直
接
拠
っ
て
制

作
し
た
と
も
考
え
る
こ
と
の
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
考
察
を
つ
づ

け
よ
う
。

三　
『
本
朝
通
紀
』
と
戦
国
武
将

　

こ
こ
ま
で
に
見
た
詩
は
、
比
較
的
出
典
を
推
定
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、
多
く
の
事
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
時
代
に
つ
い
て

も
見
る
こ
と
に
し
た
い
。『
国
史
百
詠
』
か
ら
、
終
わ
り
に
近
い
、「
後
土

御
門
朝
」「
後
柏
原
朝
」「
後
奈
良
朝
」「
正
親
町
朝
」
を
詠
ん
だ
詩
を
引

く
（
こ
の
あ
と
が
最
後
の
「
後
陽
成
朝
」
九
首
で
あ
る
）。

　
「
後
土
御
門
朝
」
は
四
首
。
一
首
目
は
応
仁
の
乱
、
二
首
目
は
足
利
義

政
、
三
・
四
首
目
は
太
田
道
灌
を
詠
む
。「
後
柏
原
朝
」
は
二
首
。
と
も

に
北
条
早
雲
を
詠
む
。「
後
奈
良
朝
」
も
二
首
。
と
も
に
毛
利
元
就
を
詠

む
。「
正
親
町
朝
」
は
八
首
。
一
首
目
は
川
中
島
の
戦
い
、
二
首
目
は
武

田
信
玄
、
三
首
目
は
足
利
義
昭
、
四
首
目
は
上
杉
謙
信
、
五
・
六
首
目
は

織
田
信
長
、
七
首
目
は
本
能
寺
の
変
、
八
首
目
は
山
崎
合
戦
を
詠
む
。

こ
れ
ら
の
題
材
は
ほ
ぼ
『
本
朝
通
紀
』
後
編
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

　

応
仁
の
乱
は
巻
二
十
に
書
か
れ
て
い
る
し
、
足
利
義
政
に
つ
い
て
は
巻

二
十
18
丁
ウ
ラ
な
ど
に
、
太
田
道
灌
に
つ
い
て
は
同
じ
く
21
丁
ウ
ラ
に
書

か
れ
て
い
る
。

　

参
考
と
し
て
、
道
灌
を
詠
ん
だ
磐
渓
の
二
首
を
掲
出
す
る
。

邨
女
応
門
未
発
辞　
　

邨
女　

門
に
応
じ
て
未
だ
辞
を
発
せ
ず

猟
帰
逢
雨
乞
蓑
時　
　

猟
帰　

雨
に
逢
ひ
て
蓑
を
乞
ふ
時

有
華
無
実
君
看
取　
　

華
有
り
実
無
し　

君
看
取
せ
よ

捧
出
棣
棠
黄
一
枝　
　

捧
げ
出
だ
す
棣
棠　

黄
一
枝

才
兼
文
武
数
斯
公　
　

才
は
文
武
を
兼
ぬ　

斯
の
公
を
数
ふ

一
激
終
能
学
国
風　
　

一
激
終
に
能
く
国
風
を
学
ぶ

斥
候
他
年
辧
潮
落　
　

斥
候　

他
年　

潮
落
を
辧
ず

水
禽
声
在
遠
洋
中　
　

水
禽
の
声
は
遠
洋
中
に
在
り

　
「
棣
棠
」
は
、
山
吹
。
前
者
は
「
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も
山
吹
の
み

の
ひ
と
つ
だ
に
な
き
ぞ
か
な
し
き
」
の
古
歌
に
ま
つ
わ
る
逸
話
、
後
者
は

道
灌
が
「
遠
く
な
り
近
く
な
る
み
の
浜
千
鳥
鳴
く
音
に
潮
の
満
干
を
ぞ
知

る
」
と
い
う
古
歌
を
知
っ
て
い
た
た
め
に
潮
の
干
満
を
判
断
で
き
た
と
い

う
逸
話
を
詠
む
（
ち
な
み
に
こ
の
二
首
の
漢
詩
は
『
近
古
史
談
』
に
も
引

か
れ
て
い
る
）。
ど
ち
ら
の
逸
話
も
『
常
山
紀
談
』
に
載
っ
て
名
高
い
。

　

道
灌
に
関
す
る
『
本
朝
通
紀
』
の
記
事
も
、
次
に
掲
出
し
よ
う
。
文
明

十
八
年
（
一
四
八
六
）
の
条
に
「
冬
十
二
月
、
上
杉
定
政
、
其
の
家
長
太

田
の
道
灌
を
殺
す
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
つ
づ
く
注
記
の
な
か
か
ら
、
こ
の

詩
に
関
係
あ
る
箇
所
を
引
く
。
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道
灌
、
始
め
人
と
為
り
剛
毅
果
敢
に
し
て
文
字
和
歌
を
好
ま
ず
。

常
に
田
猟
を
以
て
事
と
為
す
。
一
日
道
灌
、
野
に
出
で
て
放
鷹
す
。

五
月
雨
俄
か
に
降
る
。
蓑
笠
無
し
。
道
灌
、
見
家
に
入
り
て
雨
器

を
請
ふ
。
時
に
夫
、
他
に
出
で
て
、
婦
の
み
有
り
。
款や

ま

冬ぶ
き

の
花
を

持
ち
来
て
道
灌
の
前
に
置
く
。
道
灌
、
其
の
意
を
悟
ら
ず
。
馳
せ

出
で
て
隣
家
に
至
っ
て
雨
器
を
得
て
帰
家
す
。
既
に
し
て
人
を
問

ひ
て
曰
く
「
婦
の
一
枝
を
以
て
其
の
請
を
謝
す
る
は
何
ぞ
や
」。
其

の
人
曰
く
「
笠
蓑
無
き
を
謝
す
る
の
心
な
り
。
乃
ち
和
歌
を
持
っ

て
其
の
意
を
解
す
」。
道
灌
大
息
し
て
曰
く
「
噫あ

ゝ

、
丈
夫
、
此
の
道

に
非
ず
ん
ば
奴
婦
の
為
に
愧は

ぢ

を
被
ん
や
」。
遂
に
田
猟
を
禁
じ
、
文

字
和
歌
を
学
ぶ
。

　

北
条
早
雲
に
つ
い
て
は
巻
二
十
一
13
丁
ウ
ラ
に
、
毛
利
元
就
に
つ
い
て

は
巻
二
十
三
15
丁
オ
モ
テ
な
ど
に
、
川
中
島
の
戦
い
に
つ
い
て
は
巻
二
十

四
８
丁
ウ
ラ
に
、
武
田
信
玄
の
死
に
つ
い
て
は
巻
二
十
五
５
丁
ウ
ラ
に
書

か
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
信
玄
を
詠
ん
だ
磐
渓
の
詩
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

信
玄
は
野
田
城
で
笛
を
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
銃
撃
さ
れ
た
と
い
う
俗
説

が
あ
る
。
ま
た
『
甲
陽
軍
鑑
』
に
は
信
玄
の
棺
は
諏
訪
湖
に
し
ず
め
ら
れ

た
と
書
か
れ
て
い
る
。

驚
倒
暗
中
跳
銃
丸　
　

驚
倒
す　

暗
中　

銃
丸
を
跳
ば
す
に

野
田
城
上
笛
声
寒　
　

野
田
城
上　

笛
声
寒
し

誰
知
七
十
二
疑
塚　
　

誰
か
知
ら
ん　

七
十
二
の
疑
塚

不
若
一
棺
湖
底
安　
　

一
棺　

湖
底
の
安
に
若
か
ず

　

ま
た
足
利
義
昭
の
追
放
に
つ
い
て
は
巻
二
十
五
７
丁
オ
モ
テ
に
、
上
杉

謙
信
の
死
に
つ
い
て
は
巻
二
十
六
６
丁
ウ
ラ
に
、
本
能
寺
の
変
に
つ
い
て

は
巻
二
十
七
11
丁
オ
モ
テ
に
、
山
崎
合
戦
に
つ
い
て
は
同
じ
く
15
丁
オ
モ

テ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
す
べ
て
の
詩
の
題
材
を
『
本
朝
通
紀
』
に
も
と
め
得
る
わ

け
で
は
な
い
。

　

秀
吉
の
天
下
統
一
よ
り
あ
と
は
『
本
朝
通
紀
』
に
は
書
か
れ
て
い
な
い

か
ら
、
大
坂
の
陣
な
ど
を
詠
ん
だ
磐
渓
の
詩
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
本

朝
通
紀
』
に
拠
っ
た
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
太
田
道
灌
を
詠
ん
だ
詩
は

二
首
目
で
は
「
遠
く
な
り
…
」
と
い
う
和
歌
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
詠
ま
れ

て
い
た
が
、
こ
の
逸
話
は
『
本
朝
通
紀
』
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
あ
る
い
は
武
田
信
玄
を
詠
ん
だ
詩
は
、
野
田
で
信
玄
が
銃
撃
さ
れ
た

と
詠
ん
で
い
た
け
れ
ど
も
、
実
は
『
本
朝
通
紀
』
に
そ
う
い
う
説
が
し
る

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
本
朝
通
紀
』
に
拠
っ
た
の
で
は
な
い
詩
が
存
在
す
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
も
の
の
、
全
体
に
大
槻
磐
渓
が
『
本
朝
通
紀
』
を
参

照
し
て
題
材
を
え
ら
ん
だ
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
磐

渓
に
か
ぎ
ら
ず
、
近
世
の
ほ
か
の
詩
人
の
制
作
し
た
詠
史
詩
に
つ
い
て
も

同
様
の
こ
と
が
い
え
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。
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注（
１
）「
日
本
漢
文
学
研
究
」
十
号
（
平
成
二
十
七
年
三
月
。
二
松
学
舎
大
学
東

ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
日
本
漢
文
学
教
育
研
究
推
進
室
）
八
五
～
一
〇
四

ペ
ー
ジ
。

（
２
）
同
様
の
逸
話
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
に
も
収
録
。
た
だ
し
享
保

年
間
に
刊
行
さ
れ
た
『
今
昔
物
語
』
に
は
こ
の
逸
話
は
見
え
な
い
の
で
、
一

般
の
読
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
平
成
二
十
六
年
、
東
京
、
笠
間
書
院
。
一
二
九
～
一
四
六
ペ
ー
ジ
。

（
４
）「
近
世
文
藝
」
三
十
二
号
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
。
日
本
近
世
文
学
会
）

五
九
～
八
三
ペ
ー
ジ
。

（
５
）「
太
平
詩
文
」
五
十
七
号
（
平
成
二
十
五
年
九
月
。
太
平
詩
屋
）
一
～
一

六
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
前
者
は
『
誹
風
柳
多
留
』
二
十
八
編
（
寛
政
十
一
年
・
一
七
九
九
刊
行
）

に
、
後
者
は
百
二
編
（
文
政
十
一
年
・
一
八
二
八
刊
行
）
に
収
録
。『
新
装

版
／
誹
風
柳
多
留
全
集
』（
東
京
、
三
省
堂
）
の
三
巻
と
八
巻
（
と
も
に
平

成
十
一
年
）
に
収
録
す
る
。

（
附
記
）
図
版
に
つ
い
て
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




